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学級集団と児童理解のための 
アセスメント方法の試案 

○品田ゆき子（伊勢崎市立坂東小学校） 高橋知己（上越教育大学） 

キーワード：文章完成法テスト，学級の様相，学級・個人アセスメント 
 

問題と目的 

 学級経営は，担任教師にとって重要な責務のひ

とつである。学級は集団と個人の側面をもち，担

任教師はその両面から支援していく必要がある。

学級の様相を知り，児童の今をとらえることは，

自己の学級経営における確認や改善において必要

かつ重要な役割を果たす。 

 現在，学級の様相や児童の態様などを調べる主

流な手法は質問紙調査である。質問紙調査は，児

童が簡単に回答できるメリットがあるが，実施や

分析に時間がかかり，知りたいときにすぐ結果を

得ることができない。入力するだけで結果を分析

してくれる調査システムや諸機関で研究開発され

たソフトなども存在する。しかし，質問紙である

ため調査段階的な学級内における児童の地位や状

態はある程度可視化できても，より個別的で精緻

的な情報は読み取ることはできない。 

 担任教師は，児童理解の方法として作文や日記，

児童の作品等を手がかりにすることがある。その

事実をヒントに，本研究では文章完成法テストを

援用した自由記述から学級の様相および個人の態

様をとらえる試案を作成した。この試案がどの程

度学校現場で役に立つのかを明らかにする。 

方   法 

 調査対象：A 県公立 B 小学校 5 年 C 組（男子 15  

名・女子 17 名）と 6 年 D 組（男子 18 名・女子 16  

名）および担任教師 2 名 

 調査時期：2016 年 4 月から 9 月 

 調査手続き：「一体感」「信頼感」「自己表現」「活

動意欲」「協働性」を問う文章完成法テストを援用

した自由記述の質問を 6 問作成し，担任を通して

児童に回答を求めた。なお，刺激文は短く設定し，

記述の自由度が広がるようにした。また，担任に

も同意の質問を児童とは別で行い，その後検証の

ためインタビューを行った。 

結果と考察 

 松井（2009）の研究を参考に児童の記述内容を

Ａ（肯定的表現），Ｂ（否定的表現），Ｃ（両価的

表現：肯定も否定もどちらも含んでいる），Ｄ（そ

の他）の 4 観点で分け，それぞれの出現率を計算

し，学級集団の傾向をとらえた。 

 どちらの学級もその学級の特徴や傾向をとら

えることができた。特に「自己表現」は，5 年生よ

りも 6 年生の方が苦手に感じている児童が多かっ

た。担任が具体的手立てを講じることで 9 月にな

り改善が見られた（Figure 1）。またどちらの学級

も学級内の人間関係や学年に関わる行事などが

「一体感」「活動意欲」に影響していると考えられ

た。さらに，担任の学級に対するとらえ方と実際

に所属している児童の学級に対するとらえ方に違

いが見られた。このことは，担任の職務遂行上の

懸念を低減させる役割として機能するのではない

だろうか。 

 

 
    Figure 1  6 年 D 組「自己表現」 
 

個人の心情の変容を Table 1 に示した。担任は

児童の変容をとらえ，生徒指導に活かすことがで

きた。回答に対し，何故そう書いたのか，そのよ

うに書く背景に何があるのかと，分析し考察する

ことが児童理解を深める一歩になる。 
 

Table 1  個人の心情の変容例 

 
 
 本試案は，学級集団および児童理解のためのア

セスメントツールとして活用可能である。必要に

応じ，5 つの視点を取り出しての使用が可能なた

め，活用範囲は広がると思われる。このような回

答形式は，児童および担任にとって調査負担が少

なく，短時間で行える。また，担任の主観的な感

覚を客観視するツールとしても有効だと考える。 
 今後，調査対象学年を増やし，データを分析・

蓄積していくことで，より確かな知見が得られよ

う。 

視点と刺激文 学年 性別 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

協力して
「協働性」

６年男子
できるかちょっと心
配なところがあるク
ラス

やると楽しい やってみるとできる やろう やるのは楽しい る

みんなの前で
私は「自己表現」

６年男子
言いたいことが
言えない時がある

言いたいことが
そんなに言えない

言いたいことが
言えない時が多い

言いたいことが
言えない

明るく接してると思
う

笑うことが多くなっ
た

だいたいやさしい だいたいやさしい
クラスのみんなは

「信頼感」
５年女子 だいたいやさしい

だいたいやさしい
（意地悪な人もい
る）

だいたい意地悪
だいたい（1/3）
くらいやさしい

みんなといると
「一体感」

６年男子 ちょっと楽しい ちょっと楽しい 楽しくない 楽しい 楽しい 笑う
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